外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



令和1年7月10日（水）　　　　　　　　司会：鳥谷部久美子　　　記録：工藤　弘美 
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種締切：7/5　疾患別診療計画書（サインをもらい、アップデートまで）
　遅れている場合は鳥谷部さんに報告すること

・職員旅行　日帰り（子連れ）日程・旅行地について

⇒日時：7月25日（木）

旅行先：岩手（奥中山高原）方面

・来月のカンファレンス日程表を掲示しました。各自確認してください。
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。
・ストレスチェック実施の案内来ていました。

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・千葉良Drの患者様は金Drが7/6から主治医となっている。

・

＜研修案内＞

・看護グループ内研修

日時:7月10日（水）17：15～

 場所：2階　会議室

テーマ：心電計の使用方法

 講師：佐藤　志穂
緊急対応は、2ヶ月に1回内容が変わるため参加するようにしましょう。
・特別法人研修

日時：7月11日（火）17:15～18：30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

テーマ：｢嚥下リハサポート研修～誤嚥性肺炎対策について呼吸リハとの関係～」

講師：田中　一正　Ｄｒ（昭和大学　特任教授）

仲保　徹　（昭和大学保健医療学部　理学療法学科　准教授）

三橋　幸聖　（昭和大学保健医療学部　作業療法学科　講師）

八戸ビデオ研修：7月19日（金）：17：15～

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

・三八医療懇談会
日時：8月6日(火)18：30～

場所：アピル五戸

演題：「臨床に役立つリハビリテーション医療の知見と有用性」

講師：岩手医科大学医学部リハビリテーション医学科　教授　西村行秀

参加費：無料

· 参加希望者は7月22日(月)までにOT斎藤さんへ連絡すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・繁名　和恵　様～本人より電話があり、冴えない声で「デイケアに行こうと思うと胸が苦しくなり、お腹まで痛くなる。億劫でデイケアに行きたくない。」と話している。デイケア内で対人面など気にかかる事があったか確認するが、そのような事はなく、デイケアに行くと楽しいとの事。気分の落ち込みはあまりないとの事だが、上記理由で本日はデイケア欠席となる。今週土曜日が外来受診であり、主治医へ相談すると話し、終話している。

・東海林　紀子様～本人より電話があり、生理痛の為デイケアを欠席するとの事。痛み止めの服用を促し、本日はゆっくり休むように伝えている。特定利用者（寺沢　彩様）について「何か言っていましたか？」と気にする発言があり、何も聞いていないことを伝えている。まずは体調を整えて次回利用日は来所出来るように促して終話している。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～数日前より、食事摂取量が少ない状態が続いていたが、昨日夕食は主食全量、汁1/2、副食数口を食べており、まずまず摂取出来ている。夕食後に、「食べて胸が苦しくなった。ムカムカする」と訴えており、休息を促している。就寝前には落ち着いた様子で、特に訴え無く経過している。本日、昼食は主食全量、副食数口、汁全量摂取している。体調不良の訴えは聞かれない。
・馬渡　武光　様～昨日、八戸泌尿器科受診。尿糖値が++から、+++へ上昇したと検査結果あり。また、前立腺の検査として、採血検査を実施している。内服薬は前回と変更なく、60日分処方。帰荘後、受診時に使用したオムツをカウンターに置いた状態でその場を去ることがあり。自身で使用したものは処理するよう、スタッフが指摘をしていたと青諷荘より情報提供がある。
ショートケア

・佐々木　常夫様～作業療法中に表情しかめている事があるが、声掛けには不調の訴えは無く穏やかに返答している。夕飯の献立を話しており、家事を行えていることを評価している。
＜適時調査について＞
適時調査にあたって書類等の確認を各自担当の利用者分を抜けが無いかチェックしていく。
期限は7/16（火）まで
チェックの項目は、
・指示箋（更新の古い物は代行指示をしていく、目安は一年）
・疾患別診療計画書
・記録【日報】（Drの評価も併せて、特に算定した日と利用が合っているか等の確認）
※指示箋の確認は、電子カルテにて「治療形態」→「DC」で確認できる
＜路上喫煙の対策について＞
巡視を予定し、巡視のルートを検討している。
朝・昼・夕の三回を検討し、日誌に、巡視のチェック表入れることとしている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　吉田　富秋　様）

実施日：2019年7月10日（水）13：30～14：00

担当：工藤

検討内容　目標計画の見直し

	氏名
	吉田　富秋様
	性別
	男
	年齢
	66
	生年月日
	昭和28年3月28日

	主病名
	アルコール性認知症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得

2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善

4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける

6.社会資源の利用

	本人希望
	現在の青風荘の生活を継続していきたい。



	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい

	入院歴
	計4回（最終：平成16年4月13日～平成22年3月23日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成22年3月25日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
　　　　　　　　　　　保護者：清助





	利用制度
	精神障害者福祉手帳1級
	他（自立支援サービス、生活保護受給）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①周囲との調和を保ちながら、安定した生活をする。
	①ストレスを感じた際には、自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	①不満がある時にはスタッフに相談する。


	①現在の環境や他者交流で不満やイライラした時、行動化(粗暴的な行動)せず、思いを相談する。スタッフは、訴えを傾聴し、行動化してしまった際には、適切な対応ができるように助言する。他にも思いを溜め込んでいないか確認し、適宜アドバイスを行い、ストレス軽減を図る。

	②健康維持
	②便秘による腹部不快感や腹部の痛みがあれば直ぐにスタッフに伝える。
	②便秘にならないよう、運動量や食事等を見直し、便秘対策を行っていく。
	②便秘にならないために、運動や偏食せずバランス良い食事摂取をする。スタッフは、体調変化はないか排便状況も確認していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不満がある時にはスタッフに相談する。
	・現在の環境への不満や他者交流でイライラしている様子が見られることがある。特定利用者の放屁に、今まで何度も注意していたが、最近また同行為見られ、特定利用者の靴を投げつけたと特定利用者から話しがある。
・高齢の方や周囲に気遣うような声掛けがあり、対応も親切である。
・以前、休憩中のスタッフの声がうるさいと不満を話す事があった。口調に攻撃性はないが、表情を硬くして、スタッフと対話している。
	自分からイライラを訴える事は少なく、他メンバーともトラブルに至る事はない。些細なことでイライラし、衝動行為に至ることがあるため、必要時はスタッフ介入していく。また現在の生活について本人がどう思っているか、思いを溜め込んでいないか訴えを傾聴し確認しつつ、ストレスの発散方法をアドバイスしていく。

	②便秘にならないよう、運動量や食事等を見直し、便秘対策を行っていく。
	・食事は残食することが多いも、持参の納豆は毎日食べている。納豆があるからおかずは食べなくてもご飯が食べられると言い食事と一緒に摂取している。
・以前は、2日間排便がなく腹痛があり、食事の不食や残食がある。翌日は発熱あり、腹痛は継続、血圧も普段より高値であった（148/90mmHg、脈拍93回/分）。うしお内科クリニックを受診し、炎症による発熱と診断され、内服薬処方となっていた。最近は排便の不調は聞かれていない。継続して便通の良い食べ物を摂取するようにしているとのこと。
	便秘にならないために、運動や偏食せずバランス良い食事摂取を声掛けし、体調変化はないか排便状況を確認していく。


※青風荘より情報提供があり、青風荘では、他メンバーとの物のやり取りが数回あり、注意指導していたとのことだが、青陽館では見られていない。

【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①周囲との調和を保ちながら、安定した生活をする。
	①ストレスを感じた際には、自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	①不満がある時にはスタッフに相談する。


	①現在の環境や他者交流で不満やイライラした時、行動化(粗暴的な行動)せず、思いを相談する。スタッフは、訴えを傾聴し、行動化してしまった際には、適切な対応ができるように助言する。他にも思いを溜め込んでいないか確認し、適宜アドバイスを行い、ストレス軽減を図る。

	②健康維持
	②便秘による腹部不快感や腹部の痛みがあれば直ぐにスタッフに伝える。
	②便秘にならないよう、運動量や食事等を見直し、便秘対策を行っていく。
	②便秘にならないために、運動や偏食せずバランス良い食事摂取をする。スタッフは、体調変化はないか排便状況も確認していく。


